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市民キュレーターワークショップレポート（平成 26 年度・夏季） 
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〔展覧会名〕 アートでつむぐ、5 つのストーリー 

―5 人の市民キュレーターによる、大阪府 20 世紀美術コレクション展― 
 
 
その 1 ワークショップスタート！ 
 

6月 21日（土曜日）についに市民

キュレーターワークショップがス

タートしました。 

 

初日は開講式とガイダンスが行わ

れ、 

公募により選ばれた 5名の市民キ

ュレーターが、大阪府立江之子島文

化芸術創造センター（enoco）4階

ライブラリーに初めて集合しまし

た。 

 

〈ワークショップスケジュール〉 
 
平成 26 年 
6 月 21 日 
開講式・オリエンテーション 

7 月 12 日 
 中間発表 
8 月 17・18 日 
 展示作業 
8 月 19～30 日 
 展覧会開催 
8 月 24 日（展覧会期中） 
 市民キュレーターによる 
ギャラリートーク 

8 月 31 日 
 撤去作業・修了式 
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まずは、大阪新美術館建設準備室の菅谷研究主幹より開講のご挨拶。 

「一般的な美術の楽しみ方は、自分で作品を制作もしくは展覧会を見に行き、作品鑑賞をするというこ

とになりますが、本ワークショップでは『展覧会を作る』というアプローチから美術、アートを楽しん

でください」 

とコメントしました。 

  

続いて、市民キュレーターとスタッフの自己紹介タイム。 

市民キュレーターの方には、ご自身のこと、最近うれしかったこと、最近体験したアートについてお話

していただきました。 

  

その後、会場見学。 

実際に展示場として使用する部屋（ルーム 1）を見学し、展示のコツなどをレクチャー。 

また、今回扱う大阪府 20世紀コレクションの作品の一部が展示されている部屋も、大阪府都市魅力創

造局文化課の中塚主任研究員の案内で見学しました。 

 

  

 

見学後、ライブラリーに戻り、 

実際に展示するスペースをくじ引きで決め、 

その後、大阪府の中塚主任研究員から 7,800点にもおよぶ大阪府 20世紀美術コレクションについてレ

クチャーを受けました。 

市民キュレーターさんにはこの 7,800 点の中から作品を選定し、展覧会を作りあげてもらいます。 
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そして、展覧会をつくるにあたっての選定のコツや今後のスケジュール、広報について、著作権処理に

ついてのレクチャーを受け、その後展覧会タイトルを考えました。 

大阪新美術館建設準備室の菅谷研究主幹から「展覧会のタイトルは、適切でお客さんにインパクトを与

えられるものでなければならない」というアドバイスを受けたこともあり、議論は白熱しました。 
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無事に展覧会タイトルを決定した後、 

昨年・一昨年の市民キュレーターワークショップに参加した“先輩市民キュレーター”の皆さんからお

話を伺いました。 

ご自身が体験して感じたこと、アドバイスなどを話していただき、 

どの先輩キュレーターさんも話していた事は「自分なりの視点を持って展覧会をつくることが大切」と

いうことでした。 

 

  

 

最後に、場所を enoco の地下のカフェに移して交流タイム。 

皆さんすっかり打解けた様子で、どんな展覧会を作ろうかと話をしていました。 



―5― 

 

 

今年度選ばれた 5人の市民キュレーターさんはアートに対する考え方、興味のある分野も様々なので、

今からどのような展覧会ができあがるのかとても楽しみです。 

そして、良い展覧会が作り上げられるよう、サポートさせていただきたいです。 

  

どのような展覧会ができるのかどうぞご期待ください！ 

  

（大阪新美術館建設準備室 インターンスタッフ 山岸青葉） 

 

［レポートトップへ］ 

 
 
その 2 市民キュレーターさんの紹介 
 
今回のワークショップに参加してくださる市民キュレーターの皆さんをご紹介します。 

 

【上野美子さん】 

 

世の中がどのようになっているかを知りたくて、いろいろなことに取り組ん

だり、いろんなところへ行ったりしています。こだわらないのが、こだわり

です。 

特に、わからないものや苦手なものにも挑戦しています。展覧会というもの

が、観に行ってもいまいちわからないので、自分でやってみたら・・・・と、

応募しました。私と同じように思っている人が、「あっ、そうか」と思える

ようなものができればと思います。 
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【中出祥二さん】 

 

こんにちわ、中出祥二です。 

大阪の会社で働くようになって、大阪に住むことになりました。 

まだ住み始めて 2年ほどですが、大阪市内には川や公園が意外に多く、また

近くには庶民的な商店街がありおいしい飲み屋さんも多く、すっかり気に入

っています。 

そんな大阪生活を過ごしているところに、市民キュレーターの募集をたまた

ま見て、大阪府が所蔵するアート作品ってどんなものか知りたくなって参加

しました。 

いろんな人に楽しんでもらえるような展示になったら嬉しいです。 

 

 

 

【林紀行さん】 

 

和歌山県生まれ。 

大阪府在住の会社員ですが、現在は大阪市内にある環境団体に出向中です。 

プライベートでは、時々展覧会に足を運ぶほか、自宅近くの絵画教室で水彩

画と油彩画を習っています。このように多少アートに関心がありましたの

で、後先を顧みず応募しました。 

とはいうものの、アートに関する専門的な知識はほとんど持ち合わせていま

せん。不安だらけのスタートとなりましたが、「ピンチはチャンス」とも言

いますので、この機会に頑張って勉強して、来場者の皆様に、できるだけ分

かりやすく、そして楽しく作品を紹介し、現代アートに関心を持っていただ

けるようにしたいと思います。 

よろしくお願いいたします。 

 

 

 

【山本すみれさん】 

 

南部アフリカのボツワナと言う国で、三年間を過ごしました。そこで現地の

アートに魅せられ、日本ではまだ馴染みのないそれらの作品達をいつか日本

で展示し、色々な人に見て欲しいと思うようになり、キュレーターと言う展

覧会を作る人がいるのだと知り、このワークショップに応募しました。惹か

れるアートに出会った時の、何とも言い表せない胸のドキドキを頼りに、作

品を選び、展覧会を作っていくことがとても楽しみです。 
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【吉村淳二さん】 

 

職業、建築士。建築設計の仕事をしておりますと、時折、アートに触れる機

会があります。 

その時、「空間に対してどのようにアートを配置するか」について、考えさ

せられることがありますが、それは、正直、非常に難しい。 

普段は、あまり深入りできずにいるそのテーマに、一度、どっぷりとはまっ

てみたい、  

そして、そこで新しい発見をすることで、新しい作品の見せ方を提示できた

ら、 

また、それをご覧いただいた方にも面白い印象を与えられたらと思っていま

す。 

大阪府の膨大なアートコレクションをつむいで、どんなストーリーができる

のか、、、、  

自分の人生にこんな楽しみが訪れるなんて、思いもよらず、今からワクワク

です。 

 

 

 

（お名前の五十音順です） 

 

今回の「市民キュレーターワークショップ」に参加してくださる方の職業、物事に対する考え方、アー

トに対する考え方などは様々ですが、展覧会に対する意気込みは十分です！5人の方それぞれの個性が

出ている展覧会は 8月 19日からはじまります。ぜひ、ご期待ください！ 

 

（大阪新美術館建設準備室 インターンスタッフ 山岸青葉） 

 

［レポートトップへ］ 

 
 
その 3 中間発表を行いました！ 
 

 7月 12日（土曜日）に、市民キュレーターワークショップの中間発表が江之子島文化芸術創造センタ

ー（enoco）4階ライブラリーにて行われました。初回の開講式からこの日にかけて enocoに通い、学芸

員とともに打ち合わせを重ね、展覧会の案を固めて来ました。 

 

 パワーポイントを使用し、中間発表では展覧会のタイトル、コンセプト、どの作品を使うのか、どの

ような配置で展示するのかなどを発表しました。そして、この日は先輩キュレーターの高崎さんにもお

越しいただきました。 
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 市民キュレーターのみなさんが展覧会の案をそれぞれ発表した後に、「本当に展覧会タイトルはこれ

でよいのか？」「展示する作品数は多くないか？」「展示構成はこれでいいのか？」など、他の参加者

の方々との間で質疑が行われました。 

 

 中でも白熱した議論を繰り広げた事柄は「作者の意図を無視した展示をしていないか？」ということ

でした。それぞれ別の作者がつくった、首から上が描かれていない作品と、首から上だけが描かれた作

品があり、それらをつなげて「1つの体」のようにして展示するプランが出されました。しかし、その

プランに対し、「わざわざ首から上の部分、首から下の部分を描かなかったそれぞれの作者の作品に対

する『意図』を無視したような展示にもなりかねない。展覧会はある意味での“創作活動“ではあるが、

作品そのものを改変してしまうような展示はよいのか？」という意見が出て議論になりました。 

 

 

 

 その他にも個々の展覧会の問題点をあらためて再発見、再確認するような機会となりました。今回の

中間発表を通してさらに内容の濃い展覧会ができあがるのではないでしょうか？ 

 

 今回の中間発表を受けて、最終決定した展覧会タイトルなどの詳細については近日中に発表いたしま

すので、ご期待ください！ 
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（大阪新美術館建設準備室 インターンスタッフ 山岸青葉） 

 

［レポートトップへ］ 

 
 
 
その 4 展示のタイトル・企画内容が決まりました！ 
 
先日行われた中間発表に基づき、展示のタイトル・企画内容が決定しました。 
 
タイトル、企画内容とも、それぞれ個性あふれるものとなっています。 
 
上野美子さん 
〈私の art of living〉 
 

個人のアートコレクターがいると聞く。その人は、作品を生活の中でどんなふうに鑑賞しているのだろ

うか? 自分ではとうていできない贅沢だけれど、もし、好きな作品を自宅のリビングで楽しむとした

ら・・・。大きな作品は壁紙のように、来客を引き立てる背景、あるいは来客も作品の一部。作者の想

定しない配置や組み合わせ。アートを身近に、色々な日常を想起させるように見ることによって見えて

くるものがある・・・かも。 
 
中出祥二さん 
〈ある街角〉 
 

「月から五歩下がったところ」展だとか「僕の知らない僕の始まりの年」展だとか「人食い人種の利便

性」展だとか、いろいろ案はあったのだけど、僕はシンプルに街角をテーマに作品を集めました。 
ここで集めた街角の大半は、もう存在しないことでしょう。そのせいなのか僕は集めた作品を見ると、

つい古い友人のことを思い浮かべてしまいます。あなたもここで古い友人と再会しませんか。 
 
林紀行さん 
〈本当にいいものを選ぶ ～アートの中に見る、人にやさしい「もの」や「こと」～〉 
 

スッキリと片付いて広々とした空間、センスのいい調度品・・・。こんな生活に誰もが憧れます。でも

現実はというと・・・もはや諦めたという方もいらっしゃるかも。 
でも、ちょっと待って。不要なものはできるだけ持たないようにし、本当にいいもの、愛着を持てるも

のを選ぶようにすれば、このようなシンプルで快適な生活が実現できるのです。しかもゴミも減って一

石二鳥。 
今回は、アートの中に描かれた、本当に「いいもの」や「いいこと」を集めてみました。 
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山本すみれさん 
〈木いろ ～自然とエネルギー～〉 
 

都会を離れ自然の中にいくと、言葉では言い表せないエネルギーを「木」から感じる事があります。年

輪にはそれぞれの歴史が刻み込まれていて、とても偉大で、繊細で、奥深く、木が放つ神秘的なエネル

ギーをこの展示会で表現したいと思いました。 
私が自然から目に見えないエネルギーを感じ癒された時の、記憶をたどり、「木」にまつわる作品や、

自然を好きになったきっかけの場所を連想させる「いろ」鮮やかな作品などで構成しました。 
 
吉村淳二さん 
〈d u e t〉 
 

建築設計の仕事をしています。アートと建築が 「duet」するように、 
アートとアートが「duet」しているような展示空間を目指しました。 
「上前智祐×森口宏一」・「金光松美×清水九兵衛」・ 
「齊藤眞成×三尾公三」・「藤井朱明×田中幸太郎」 
私が「duet」してほしい 2 つの作品 4 組を、懸命に選びました。 
ある作家のある作品という「点」が、全く別の「点」と寄り添いあうことで、 
「点」と「点」を結ぶ新たな線が見えてくる面白さを感じていただければと思います。 
どうぞお楽しみください。 
 
展覧会タイトル・企画内容が決定したので、キャプションの製作などが行われ、展覧会がどんどん形に

なっていきます。 
 
どのような展覧会ができあがるのか今後が楽しみです。 
どうぞ、ご期待ください！ 
 
（大阪新美術館建設準備室 インターンスタッフ 山岸青葉） 
 

［レポートトップへ］ 

 
 
 
その 5 展示作業を行いました！ 
 

8月 19日に「アートでつむぐ、5つのストーリー ―5人の市民キュレーターによる、大阪府 20世紀美

術コレクション展―」が開幕しました。 

 

今回は、先日行われた展示作業の様子をご紹介します。 
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まず最初にパーティションを移動させ、5つの部屋を作り出します。その後、それぞれの展示スペース

にて作品のだいたいの位置を決めます。 

 

  

 

あらかじめ考えておいた位置に作品を置く際には、作品保護のために梱包材を下に敷いて全体のバラン

スを見てみます。 

 

このときに少し作品数が多く展示場が窮屈に感じた場合は、作品数を減らしたり、作品の並び順を変え

てみたり、試行錯誤を繰り返します。 

 

 

 

そして、作品の位置が決定した後、作品を展示する高さを決め、実際に壁にかける展示作業がはじまり

ます。 



―12― 

  

 

今回の展示作業では、大きな作品は展示業者の方に展示作業をしていただき、小さな作品は市民キュレ

ーターさんご自身もワイヤーを上からつりさげて展示をしました。 

 

作品のすべての展示作業が終了した後、仕上げの作業として作品のキャプションや、5人それぞれの方

の展覧会趣旨が書かれたパネルの位置を決めます。 

 

 

 

パネルの高さなどを揃えるためメジャーで測りながら位置を決めていきます。 

 

展示作業では、作品数が多すぎて入りきらなかったり、想像していたよりも作品が大きかったり、ハプ

ニングも沢山ありましたが、無事 5名全員の展示作業が終了しました。選んだ作品はもちろんのこと、

展示コンセプト、キャプションの位置、どれもこだわりをもって市民キュレーターさんご自身が考え抜

かれた展示となっています。 

 

8月 30日まで開催していますので、この機会にぜひご覧下さい！ 
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（大阪新美術館建設準備室 インターンスタッフ 山岸青葉） 

 

［レポートトップへ］ 

 
 
 
その 6 ギャラリートークを開催しました！ 
 

 8月 24日に、市民キュレーターさんよるギャラリートークを、展覧会場である展示室 1にて行いまし

た。 

  

 

 

 ギャラリートークでは 5人の方がそれぞれご自身の展覧会の魅力やポイントについてお話しされまし

た。 

  

中出祥二さんは「ある街角」と題し、「街角」をテーマにキュレー

ションをしました。最初は展示作品の中でステファン・ショアの写

真しか知らなかったそうですが、イムル・ナジの《家、アンテナ、

地平線》を軸に作品を選んだことや、各作品に対する中出さん独自

のイメージをお話しされました。 

  

「duet」と題し、作品同士の組み合わせに注目した吉村淳二さんは、

20年前にイサムノグチさんの作品を見たことがきっかけで今回の

展覧会を企画したことや、吉村さんが建築士のお仕事をされている

こともあり、建築的な側面からみたそれぞれの作品のポイントをお

話しされました。 

  

南部アフリカのボツワナに 3年間住んでいた経験をお持ちの山本す

みれさんは「木いろ ～自然とエネルギー～」と題し、展覧会を企

画しました。1つ 1つの作品を選んだ理由、そして作品 1つ 1つに

対する山本さん独自のイメージ、そして搬入の際に想像よりも大き

な作品があったので、はぶいてしまった裏話などをお話しされまし

た。  



―14― 

林紀行さんはご自身が環境団体に勤めていることもあり、「本当に

いいものを選ぶ ～アートの中に見る、人にやさしい「もの」や「こ

と」～」と題し、キュレーションをしました。アートを通してシン

プルエコライフを伝えるためにどうしてこれらの作品を選んだの

か、またブースに 1人で座り込んでいたら作品が自分に語りかけて

きた体験談などをお話しされました。 

 

 

上野美子さんは「私の art of living」と題し、キュレーション

をしました。キュレーションをする中でリビングを意識した作品の

配置、作品に対する上野さん独自の考え方、鑑賞の仕方をお話しさ

れました。最後には上野さんご自身がお客さんに対して感想を尋ね

る場面もありました。 

  

 

今まで取り組んできたワークショップの集大成でもある、このギャラリートークには、多くのお客さん

が来てくださいました。それぞれの方の展覧会のポイントなどを聞くことで、より見応えあるものとな

ったのではないでしょうか？ 

 

展覧会は 8月 30日まで。みなさんぜひお越しください。 

 

（大阪新美術館建設準備室 インターンスタッフ 山岸青葉） 

 

［レポートトップへ］ 

 
 
 
その 7 展覧会終了！～撤収作業と修了式 
 

8月 30日に「アートでつむぐ、5つのストーリー ―5人の市民キュレーターによる、大阪府 20世紀美

術コレクション展―」が終了しました。ご来場のみなさん、本当にありがとうございました。 

 

そして、翌日の 31日に展覧会の撤収作業と修了式を行いました。 
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市民キュレーターさんご自身で小さな作品はワイヤーからはずし、梱包しました。 

 

 

イムル・ナジの《家、アンテナ、地平線》は、市民キュレーターさん同士で協力し、部品を解体し、箱

にしまいました。 

 

作品をとりはずしたあとには、ワイ

ヤーをはずす作業をしました。 
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撤収作業が終了した後、全員でワークショップを振り返りましたが、どの方にも「楽しかった」とおっ

しゃっていただけました。 

 

その他にも「作品の鑑賞の仕方がいままでと変わったこと」「美術に興味のない人にご来場いただいて

うれしかったこと」あるいは「他の市民キュレーターさんが作り上げた展覧会をみて刺激をうけたこと」

などがあげられました。 

 

反省点としては「作品を展示スペースいっぱいに詰め込みすぎた」という声がありました 

 

学芸スタッフからは「個性がよく出た展示になっていて、違った切り口を楽しめたことがよかった」、

「今年は立体作品も展示され、緩急のある展示がよかった」という声があがりました。 

 

  

 

今回のワークショップでは市民キュレーターさんの皆さんに「展覧会を作る」ということを経験してい

ただきました。普段なかなかすることのない経験をし、どの方も「もう一度参加したい！」と声をそろ

えておっしゃっていただけました。 

 

市民キュレーターさんそれぞれの感想は次回のレポートにて掲載しますので、ぜひご覧下さい。 

（大阪新美術館建設準備室 インターンスタッフ 山岸青葉） 

 

［レポートトップへ］ 
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その 8 市民キュレーターワークショップを終えて（感想文） 
 
◇上野美子さん 
 

作品を選ぶことやコンセプトを考えること、作品について調べること

は、本当に楽しい時間でした。 

ストーリーを考え、実現しなかった展示プランでさえ、いくつも考え

たことは得した気分です。 

 

通常、展覧会では見ることのできない、作者の展示に対する直筆の指

示や作品の裏側などを見ることができたのも貴重でした。 

 

来場下さった方が、私の伝えきれなかった思いを汲み取ってくださったり、思いもよらない見方をされ

るなど、作品を通してのコミュニケーションは、ある意味、新しいアートとの出会いでした。 

 

今回、個人的視点が多分にあり、普段に目にするアートのキュレーションとは、 

違ったものになったと思いますが、キュレーターの活動はすごく創造的なものだと思いました。 

 

キュレーターとしての美味しい部分を楽しませていただき、学芸員の皆様には素人のわがままでご面倒

をおかけしましたが、自分自身がもっと楽しみ、誰かにも伝えることによって、この経験が生きればと

思います。 

 

 

◇中出祥二さん 
 

今回、展覧会をさせていただいて、作品を選び、展示することは、僕

にとっては知らないところを旅することによく似ていたように思い

ます。 

作品選びは、大阪府のコレクションのカタログを旅行ガイドブックと

して、行きたいところを時間やルートを考慮して地図上で繋げていく

ように、観たい作品が展示スペースに収まるように作品を選んでゆき

ました。 

その後は（地図に従って）パネルの文章や作品の適切な配置について考えたり、搬入したりといった、

時間がかかったり、骨が折れたり、汗が流れたりするような作業が続くわけですが、できあがった展示

スペースを観ることができれば（旅することと同様にそれらの作品をすでに写真で見ていたとしても、

あるいは予定通りでなかったとしても）それだけで十分なのだと思いました。 

このような素晴らしい体験をさせていただきまして、キュレーターの方々をはじめとする関係者の皆様、

本当にありがとうございました。 
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◇林紀行さん 
 

ゴミの削減、省エネ・省資源など環境のことを、親しみやすいマンガ

などで人々に伝える仕事をしています。今回は、こうした環境のこと

をアートで伝えることにチャレンジしました。 

個人的には抽象画や立体作品が好きなのですが、今回は分かりやすい

展示を心がけたこともあり、ほとんどが具象の平面作品となりました。

このため他のキュレーターと比べると大人しい構成でしたが、実際に

作品を展示してみると、予想をはるかに上回る展示となり、大きな喜

びを感じました。 

会期中、自分が選んだ作品に囲まれて一人でいると、作品たちが私に迫って来て、語りかけてくるよう

な気がする、そんな不思議な体験もしました。それだけ長い時間一つ一つの作品と真剣に向き合ったと

いうことなのでしょう。 

企画立案、作品選定、チラシ等の原稿作成といった準備作業は、休日に集中的にやるほかなく結構大変

でしたが、これまで生きてきた中で、もっとも感動した経験の一つであったと思っています。 

 

 

◇山本すみれさん 
 

以前から、アートを見るのが好きで、キュレーターに興味がわき、

参加したものの、たくさんの素敵な作品がありすぎて、そこからテ

ーマを決める事が一番苦労しました。 

しかし、作品から出るパワーを感じ、自分の内なる声に耳を傾け、

色々と試行錯誤しながら選んだ作品を見たときの喜びと感動は想像

以上で、今でも忘れられません。展示した日の夜は、作品を思い出

して眠れないくらい、展示作業がとても楽しかったです。色々な思

いを込めながら選んだ作品を、自由に展示し、展覧会を作りあげて

いく経験は本当に貴重な時間でした。 

今まで、何気なく見ていた展覧会でしたが、一つの展覧会を作るのに多くの人が関わり、多くの作業が

あり、裏方さんたちがこうして作っていくのだなと言う事を体験できた事、そして、このワークショッ

プを通じてたくさんの人と交流できた事に感謝の気持ちでいっぱいです。よりいっそう、自分自身の世

界が広がった気がします。 

 

 

◇吉村淳二さん 
 

自分の好きなアートを選んで展示できるという、非常に贅沢な企画に

参加できて幸運でした。 

選んだアートは、実際に目の前で向かい合ってみるとものすごいパワ

ーがあり、展示室の物理的なスペースには収まっていても、空間エネ

ルギー的には全然収まっていないという、ある意味ものすごい展示空

間になってしまいました。 
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来場頂いた方々には多少鑑賞しづらかったと思いますし、ご迷惑をおかけしたかなと思います。   

しかし、自分が実際にその展示空間に入ってみた体験としては、非常に満足できるものでした。 

好きな作品に囲まれた唯一無二の空間になっていて、自然と笑みがこぼれてしまうほどの幸せな空間体

験をさせていただきました。 

また、自分が好きで選んだアートはどれも実物が期待以上に素晴らしかったですし、他のキュレーター

さんたちが選んでいるアートもそれぞれ個性があり素晴らしいものが多かったので、アートとの触れ合

いという意味においても大変刺激的な経験をさせていただきました。 

今回の貴重な経験は今後の人生に確実に良い影響を与えてくれると思います。関係者の方々、本当にあ

りがとうございました。 

 

スタッフより 

 

◇福元葉子（大阪府立江之子島文化芸術創造センター 企画部門 学芸担当） 
 

「贅沢な悩みだなぁ。」 
 

市民キュレーターの皆さんは、何度もそう口にしていました。何千点もある美術作品の中から、自分の

好きな作品を選び、好きに並べることができるのですから、たしかに贅沢です。作品選定のために使う

収蔵品目録、そこに掲載された写真図版が小さくても、問題ありません。迫力に欠け、素材も不明瞭な

その写真群は、かえって皆さんの想像力を掻きたてます。ただ、何もかもが自由、というわけにはいき

ません。キュレーターの仕事は、作品の魅力を十二分に引き出してやることです。そのためには、生み

の親である作者の声に、耳をかたむける必要もあるでしょう。作者の発想も尊重しつつ、そのうえで、

自分のメッセージも発信する。制約の中で最大限自由を獲得しようとする試行錯誤こそ、このワークシ

ョップ最大の醍醐味だったように思います。 

 

◇清原佐知子（大阪新美術館建設準備室 学芸員） 
 

2か月余りにわたる長くハードなワークショップに、熱意をもって取り組まれ、素晴らしい展覧会を作

られた市民キュレーターのみなさん、お疲れ様でした。ありがとうございました。 
 

今回の展示はとくに立体作品が多く、変化に富んで見応えのある展示でした。膨大な作品群の中から、

これらの作品を見つけ出し、魅力を引き出されたことを嬉しく思っています。 

 

作品選びや展示方法などについて市民キュレーターのみなさんと打ち合わせをする中で、時には思いも

よらない質問や要望に戸惑うこともありました。しかしこうしたやり取りこそ、このワークショップの

醍醐味であり、異なる立場同士の対話こそが、この豊かな成果を生み出したのだと思います。 
 

展覧会とは、企画者の思いと、作品自体の文脈を折り合わせながら作っていくもの。それは私たちの仕

事にも言えることですが、今回改めて強く意識させられました。サポーターの立場ながら、私もまた展

覧会作りの試行錯誤やワクワク感を共有できて良かったです。 
 

今後も、後輩キュレーターの応援など、この事業に引き続き関わっていただければ幸いです。 
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◇山岸青葉（大阪新美術館建設準備室 インターンスタッフ） 
 

「展覧会を作り上げる」という部分に魅力を感じ、インターンに応募させていただきましたが、「展覧

会を作り上げる」というのはお客さんや作者、様々なことに考慮し、安全性はもちろんのこと、お客さ

んが見やすい展示の仕方、作者の意図に反しない展示をしなければならないこと。それらの難しさを改

めて感じました。そして、展覧会を作り上げる中で、市民キュレーターさんのそれぞれの感性や考え方

に触れることが出来たことも、このインターンで体験させていただいた大きなことだと思います。 
 

作品を鑑賞するということは、作家さんや学芸員さんその人の「考え方、感性」に触れることだと思い

ます。そして、その「考え方、感性」を理解しようとしたり、感じようとするからこそ作品を鑑賞する

ことができると思います。今回はその「考え方、感性」を理解しようとしたり、感じようとすることの

大切さを根本部分から体験できました。このような機会を与えてくださり本当にありがとうございまし

た。 

 

［レポートトップへ］ 


